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こんにちはこんにちはこんにちはこんにちはパーティパーティパーティパーティ    

２００８年６月８日。私は、現地でこみ上げてくる喜びを

こらえるのに必死でした。この日、２００３年６月から参加

者募集を始めた夢見隊２号プロジェクト６世帯のご家族と竣

工を祝い、同時に、ミサワホーム東京による建売住宅にお住

まいの７家族との交流を目的とした「こんにちはパーティ」

が盛大に開催され、私はその場にたたずんでいたのでした。 

 

 

 

 

こんにちはパーティの写真 

 

 

 

 

 

 

ややこしいので解説しますと、このプロジェクトはそもそ

も夢見隊のコーポラティブ住宅で全１６戸を埋めるつもりで

した。ところが、なかなか思うように参加者が集まらず、結

果的に夢見隊のコーポラティブブロック６世帯と、民間企業

による 10 世帯の建売住宅ブロックを一体的に開発する共同

プロジェクトとして進められたのでした。 

コーポラティブ住宅２棟６世帯とハウスメーカーによる建

売住宅５棟１０世帯が１本の馬蹄形の道路に寄り添うように

して同居するこの奇妙な団地は、窮余の策として浮上したア

イデアで、夢見隊にとっては次善の策以外の何ものでもあり

ませんでした。言い換えると、ミサワホーム東京がこの面倒

な共同事業に名乗りを挙げてくれなかったなら、およそ実現

することはなかったプロジェクトでもあったのです。 

一時、その実現をあきらめかけていた末の次善の策として

選択した共同事業でしたが、夢見隊２号プロジェクトに参加

を決意された「ヴィレッジ浄瑠璃６建設組合」６世帯のみな

さんと夢に描いていたのは、ミサワホームの建売住宅を購入

してお住まいになる方々がある程度引っ越してこられたころ 

あいを見計らって、お近づきのパーティが開催できるといい

ねということでした。それがこの日だったというわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、この長きにわたったプロジェクトの経緯につい

て以下記憶を辿ってみたいと思います。 

 

夢見隊夢見隊夢見隊夢見隊２２２２号号号号プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのはじまりのはじまりのはじまりのはじまり    

夢見隊２号プロジェクトのはじまりは、１号プロジェクト

の完了の見通しが立った２００３年の６月頃に遡ります。当

時、１号プロジェクトは、全６棟１４戸が様々な苦難に幾度

となく立ち往生しながらも何とか竣工までこぎつけ、１３世

帯の入居が終わって、内装にこだわっていた残りの１世帯の

入居を待つばかりでした。そろそろ２号プロジェクトを立ち

上げようかな。１号プロジェクトの事後処理に精魂尽き果て

ているはずの私は、性懲りもなくそんなことを考えていたの

でした。 

２０００年６月からスタートした夢見隊１号プロジェクト

は、私にとって初めてのコーポラティブ住宅へのかかわりで

した。それまでの私はというと、もっぱらニュータウンのグ

ラウンドデザイン、いわゆるマスタープランを企画・構想、
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計画・設計する仕事に従事させていただいていました。 

仕事の多くはマスタープランづくりでしたから、そこから

先の家づくりはもっぱら民間企業へのお願い事になります。

私がここにはこんな住宅地や住宅が出来たらいいなと思って

提案しても、往々にしてそれは理想論の域を出ず、言うだけ

になってしまうことが多くて、マスタープランは勢いハウス

メーカーが仕事をしやすい方向に流されがちでした。 

もちろん、多くの国民は、このどちらかというとどこにで

もある画一的な街並みや、同じような顔をした住宅を求めて

いましたから、それはそれで社会のニーズに対する一つの回

答でもあるわけですが、事業者側の一方的な価値観の押し付

けと言われてもしょうがない都市開発の進め方や住宅のつく

り方にたいして、一生懸命肯定しようとする自分と、一方で

何だか違うな、おかしいな、と否定する自分が常に同居して

いて、何だかすっきりしないもやもやとした思いを拭えない

でいたのです。 

夢見隊１号プロジェクト、そして今回報告させていただく

２号プロジェクト「ヴィレッジ浄瑠璃６」が建設された多摩

ニュータウン１３住区、長池地区「Ｎ－ＣＩＴＹ」という戸

建住宅地はそんな仕事の一つで、様々な制約条件がある中で

小さな抵抗を試みた場所でした。その一つが浄瑠璃緑地とい

う公共緑地に隣接する恵まれた場所で、戸建に勝るとも劣ら

ない低層集合住宅の建設を期待して提案した「小規模集合住

宅用地」ですが、案の定というか、意に反してというか、低

層集合住宅の建設にチャレンジしようという民間企業は一向

いに現れないまま放置されていたのでした。 

 

 

 

 

 

多摩ニュータウン１３住区長池地区マスタープラン 

 

 

 

 

そんなときに出会ったのが、ＮＰＯ ＦＵＳＩＯＮを立ち上

げたばかりの富永さんでした。彼が活動のコンセプトに掲げ

ていた「官でもない民でもないNPOによる暮らしの支援事業」

の一環として行う「夢のような住まいづくり支援事業＝コー

ポラティブ方式による住宅地・家づくり支援事業」に共感。

以前から延藤先生をはじめ様々な先駆者の方々が書かれてい

た、いわゆる「コーポラティブ住宅本」を読んで、その考え

方に大いに触発されていた私は、マスタープランナーとして

提案した土地が誰からも見向きもされずに売れ残って放置さ

れている現状に対する後ろめたさもあって、その土地を舞台

にコーポラティブ方式によって低層集合住宅を実現しようと

する夢見隊１号プロジェクトの話は願ってもない話であり、

スタッフに誘われるがままに名を連ねたのでした。 

夢にまで見たコーポラティブ住宅建設事業にかかわること

ができるという現実への恐れと期待。当時は元来の楽天的性

格も手伝って、恐れよりも期待の方が圧倒的に大きかったと

思います。それもそのはずです。コーポラティブ住宅に付き

まとう参加者募集や合意形成の大変さ、対価に対するクオリ

ティを保つために必要な工程管理や設計管理の難しさ、ある

いは金融機関からの融資実行までのきめ細かい調整などなど、

コーポラティブ住宅を経験された方であれば誰もが知ってい

る実現までに付きまとう多くの困難を、頭では何となく理解

していたとしても、身を持って経験したことが私には全くな

かったのですから。 

 １号プロジェクトは予想通り、多くの困難が次から次へと

降りかかってきて私たちを困らせましたが、それらの問題を

丁寧に一つづつ克服し竣工を迎えたときの達成感とでも言う

のでしょうか？何とも言葉に尽くしがたい格別な感情を得る

わけです。これも実際にコーポラティブ住宅にかかわってみ

ないと分からないことの一つですが、この体験は、それまで

エンドユーザーとの応答を通じて街や家をつくったことの無

い私にとって衝撃的でした。 

完成した垣根のない世界に一つだけの街並みと、「宇野さん、

この間色々ありがとうございました。ここまでこられたのも

宇野さんのおかげです。御蔭さまで温かい１４世帯のコミュ

ニティと、夢にまで見た理想のマイホームができました。本 

多摩ニュータウン13住区Ｎ－ＣＩＴＹ 

１号プロジェクト建設地 

２号プロジェクト建設地 



 

 
３ 

200８.0８

当にありがとうございました。」とうれしそうな顔で労をねぎ

らってくださる住民の方々からの言葉は、それまでの苦労を

一気に吹き飛ばしてくれると同時に、それまで私の頭の中に

あった、もやもやを吹き飛ばしてくれたのでした。 

コーポラティブ住宅を経験したことがある人が「コーポラ

ティブ住宅は麻薬みたいなもの」と時々お話されたり書かれ

たりしているのを見かけます。私は麻薬をやったことがない

ので正確には分かりかねますが、もしかしたらそのような感

覚なのかもしれません。 

長くなっちゃいましたが、そのような経験をしていたこと

から、私は、周囲の「やめとけ」という忠告を無視して、２

号プロジェクトの実践へと徐々に気持ちを傾けて行ったので

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２号号号号プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの当初当初当初当初ののののスキームスキームスキームスキーム    

２号プロジェクトは、１号プロジェクトの経験を踏まえ、

予めコーディネーターの夢見隊側で、全体の配置、住宅のス

ケルトンをある程度固めておいて、中央部分に生み出される

豊かな共用空間とインフィルの自由度を前面に押し出す企画

提案型コーポラティブスタイルを採用することにしました。

その理由は１号での経験からあまり自由度を高くし過ぎると

まとめるのが大変だし、参加する側も面倒で二の足を踏む人

が多いんじゃないか、むしろある程度自由度が狭められてい

る方が、参加者募集は上手くいくのではないかという判断に

基づくものでした。 

土地は、１号プロジェクトの敷地の眼と鼻の先にあるＵＲ

が所有する面積 2,650 ㎡の集合住宅用地です。敷地条件は建

蔽率が 50％、容積率は本来 150％でしたが、地区計画によっ

て 120％に抑制され、さらに建物の最高高さが１５ｍに制限

されている、かなり条件の厳しい土地でした。 
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体制は、１号プロジェクトで実力の無さを思い知らされた

夢見隊はあまり表に出ないようにすることにし、全体のコー

ディネートは経験豊富なＵＣコーディネートの大久保さんに、

全体配置計画と個々の住宅設計は現代計画研究所にお願いす

 

１号プロジェクト「ヴィレッジ浄瑠璃14」の街並み 

 
募集を始めた当初のマスタープラン 

 

同上模型写真 
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ることにしました。夢見隊の立場は、どちらかというとプロ

デューサーとでも言うんでしょうか。コーポラティブ住宅に

かかわる多様な主体の相互調整に専念し、実践的なコーディ

ネートとプランニングの部分はアウトソーシングするという

ものでした。 

 

参加者募集説明会参加者募集説明会参加者募集説明会参加者募集説明会のののの開始開始開始開始    

２号プロジェクトの第１回参加者募集説明会は６月７日に

行われました。場所は多摩センター。今は装いを新たに「多

摩・街交流館」として姿を変えましたが、当時は「ヴァンサ

ン館」と言っていたＵＲ都市再生機構のＰＲ館です。 

当時、私たちは１号プロジェクトを曲がりなりにも実現さ

せたという実績があったので、１号の時に比べて意外とすい

すい参加者募集は進むのではないかという甘い期待を抱いて

いました。１号の時、散々経験した「夢見隊ってどんな組織

なの？」「コーポラティブ住宅って何なの？」「本当にそんな

住宅できるの？」「２戸１タウンハウスってどんな感じ？」「費

用は？」「スケジュールは？」「登記はどうなるの？」という、

参加するかしないかを判断するために当然聞きたくなる質問

にたいして、他地区の事例や図面でしか説明できなかったこ

とがすぐ目の前に具体的にあるわけですから、それは大きな

強みでした。募集広告にも１号の実績を堂々と紹介すること

ができますから、夢見隊に対する信頼感は１号の時に比べた

ら雲泥の差があるはずです。誰もがそう思ったとしてもおか

しくはありません。 

現に、１回目の参加者募集説明会に満を持して参加して下

さったＷさん（後の建設組合理事長）からは、「１号プロジェ

クトのときから興味があったんですよ。でも、申し込もうと

思ったときには既に募集が締め切られていてあきらめかけて

いたんです。そんなときに２号プロジェクトが動き出すと聞

いて、この日を待っていました」というありがたいお言葉を

頂いたりしていました。 

ところが、蓋を開けてみると、毎回数組の参加はあるもの

の、プロジェクトに参加したいと表明してくれる人は一向に

増えていきませんでした。ちなみに当時の記録を辿ってみる

と、各回の参加者の数はこんな感じでした。 

２００３年６月 ７日第１回参加者募集説明会  ３組 

７月２０日第２回    〃     ２組 

７月２６日第３回    〃     ４組 

          （うちリピーター２組） 

８月 ９日第４回    〃     １組 

８月１０日第５回    〃     ２組 

（うちリピーター２組） 

         ９月 ６日第６回    〃     ３組 

     ９月２８日第７回    〃     ３組 

（うちリピーター３組） 

 ＊この日意思の固い３組によって建設組合設立準

備会が設立される。 

    １０月１２日第８回    〃     ２組 

    １０月２５日第９回     〃    ２組 

（うちリピーター２組） 

１１月 ８日第１０回       〃        ３組 

１１月２３日第１１回    〃    ３組 

結局、６月から１１月の半年間で計１１回の募集説明会を

開催しましたが、その時点で参加の意思を明確にしていただ

いたご家族は３世帯だけでした。９月２８日にはプロジェク

トの推進力を高めるために、参加の意志の強い人３世帯によ

って建設組合設立準備会を設立したりしますが、あまり効果

はありませんでした。 

年が改まった２００４年も継続して参加者募集説明会を開

催しますが参加者は一向に増えていきません。それどころか、

２００４年の７月頃だったでしょうか、３世帯の一人Ｏさん

から、みなみ野シティに新居を購入することにしたという申

し訳なさそうなメールが飛び込んできます。参考までにその

ときのメールを紹介しておきます。 

『ご連絡、ありがとうございます。２号プロジェクトは予想

以上に時間がかかりそうですね。実は、当初からプロジェク

トがまとまるのに一年程度はかかるだろうと覚悟していまし

たので、それまでは待ちたいと思いました。しかし、これま

での進展を見て、ここで方向転換をしなければならないと思

うようになりました。いま、公団の定期借地権住宅に申し込

み、近く契約する運びになっています。長い間、ご尽力いた
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だき、ありがとうございました。お世話になりました皆さん

によろしくお伝えください。７／２０ Ｏ』 

３組だった参加者は、１年経ったこの時点で１組減って２

世帯となったのでした。 

    

作戦作戦作戦作戦のののの建建建建てててて直直直直しししし    

スタッフの間に２号プロジェクトはもうだめかな。という

弱気な空気が漂い始めます。どうするかＮＰＯ ＦＵＳＩＯＮ

の富永さんと二人で作戦会議を行いますが、お金のない夢見

隊に現状を打開するこれといった妙案があるはずもありませ

ん。富永さんも、「宇野さん、時に撤退することも必要だよ。」

と、私の精神的かつ経済的負担を気遣ってくれます。それま

で、上手くいくかどうかもよく分からない２号プロジェクト

にかかわってもらっていた、現代計画研究所やＵＣコーディ

ネートにも、いくら成功報酬とは言えもうこれ以上お付き合

いいただくのは気の毒でした。これまでに費やしていただい

た労力にたいして何のお返しもできないまま、プロジェクト

から引いていただくのは申し訳ありませんでしたが、かとい

って、好意に甘え続けることもできません。ここから先は、

地域に住み働くＮＰＯ ＦＵＳＩＯＮ夢見隊が踏ん張るしか

ない。 

富永さんとそんな方向を確認していたちょうどその頃だっ

たでしょうか。２００４年の８月に南大沢文化センターで国

土交通省関東地方整備局の主催によるニュータウン再生シン

ポジウムが行われるという情報が入ります。富永さんもパネ

ラーとして参加するというので、ＮＰＯ ＦＵＳＩＯＮ夢見隊

が主催する「郊外型住まいづくりワークショップ」の後援を

お願いしてみようということになりました。国の後援が得ら

れれば世の中へのアピール度も高まるし、このプロジェクト

の信頼感も多少は高まるんじゃないかという期待がありまし

た。甘い考えでしたが、当時は藁をもすがる思いでした。 

夢見隊はこの頃新たに地域在住の建築家山中さんと塚部さ

ん、それに都市計画事務所を主宰していた竹田さんに加わっ

てもらって再スタートを切っていましたが、国土交通省の後

援を得て開催した「郊外型住まいづくりワークショップ」と

いう名の参加者募集説明会は、結局２００４年９月から毎月

１回のペースで計６回開催するものの、またしても私たちの

淡い期待は裏切られます。９月の時点で２組だった参加者は、

半年後の２００５年３月末時点でも変わらず、新たな参加者

を得ることはできなかったのでした。 

 

無謀無謀無謀無謀なななな挑戦挑戦挑戦挑戦？？？？    

正直言ってかなりへこみました。２００３年６月から約２

年募集活動を続けて２組という現実を突きつけられたわけで

すから、多少コーポラティブ住宅にかかわったことがある人

であれば、その精神的ダメージの大きさをご理解いただける

と思います。 

無謀な挑戦だったのかな？もうさっさとやめた方がいいの

かな？そんな思いが脳裏をかすめます。無闇な募集活動がス

タッフ以上に、参加を決意してくださった方々に大きな精神

的ダメージを与えることを経験的に分かっていた私たちは大

いに迷いました。夢見隊スタッフのメンバーにたいしても、

いつ事業化できるか全く見込みのないプロジェクトにいつま

でも手弁当で付き合っていただくのは気の毒です。 

そろそろ潮時かな。そんな思いが脳裏をかすめますが、ス

タッフ側で判断する前に、参加を決意されている２組の方々

の気持ちを確認することの方が先決です。私たちもこれまで

に費やした２年間を棒に振るわけですが、私たち以上にこの

間、マイホームを夢見て辛い思いをじっと我慢してくれてい

たのはこの２世帯の方々なのですから。 

「すいません。がんばっているんですが、なかなか参加した

いという人は増えません。どうしましょうか？この調子だと

１６世帯が集まるのにあと何年かかるか全く読めません。も

う少しがんばってみますか？解散という手もありますが…。」 

恐る恐る尋ねる私に帰ってきた言葉は私を大いに勇気付け

てくれました。 

「宇野さん、もう少しがんばってみようよ。１号プロジェク

トも１４世帯集めるのに２年かかったんでしょ。あきらめる

のはまだ早いよ。あと半年がんばってみて駄目だったらその

ときはあきらめよう」 

心強い言葉でした。しかし、よーしという気持ちと裏腹に、

さてどうしたものか？当ての無い募集活動へのチャレンジ精
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神を掻き立てられるものの、何かの拍子でへこたれそうにな

る自分がそこにいたのでした。 

 

軌道修正軌道修正軌道修正軌道修正とととと募集活募集活募集活募集活動動動動のののの再開再開再開再開    

ぐずぐずしていても何も始まりません。私たちは改めて２

号プロジェクトのあり方について議論しました。当初考えて

いた事業者側である程度スキームを固める企画型は、確かに

参加する側にとって分かりやすいし取りまとめも楽ですが、

郊外型のコーポラティブ住宅、つまり郊外に暮らす豊かさっ

て、やはり接地性が高くて、自由度の高い限りなく戸建感覚

の強い住宅なんじゃないか。「どんなお家に住みたいです

か？」という参加者のニーズをきめ細かく拾い上げることを

通じて、計画内容を柔軟に変化させながら事業を組み立てて

いく。一見行き当たりばったりの無計画極まりない進め方で

すが、夢見隊の原点は住民のニーズにできるだけ丁寧にお応

えしていく中から生み出される信頼関係とコミュニティづく

りなんじゃないか。２組の参加者からねじを巻かれた私たち

夢見隊スタッフは、これを機に再度これまでの活動を振り返

りながら、何が足りなかったのか？何が効果的かということ

に関して議論を続けました。 

その結果は、お金がないんだったら、ないなりのやり方で

募集活動を続けるしかないという極めて単純明快な答えに行

き着きます。つまり、自前でチラシをつくって自前でポステ

ィングするという方法です。範囲は、Ｎ－ＣＩＴＹ周辺の公

団、公社、都営住宅にターゲットを絞りました。約 6,000 世

帯ぐらいでしょうか。チラシの内容は私がこしらえ、スタッ

フと当時参加を表明していたＷさんＴさんの意見を聞きなが

ら手を加え、印刷はコピーだとお金と時間がかかってどうし

ようもありませんから、多摩ＮＰＯセンターの印刷機を使わ

せてもらいました。印刷費は僕が一時的に立替えるしかあり

ません。とにかく、当って砕けろです。２００６年の６月ご

ろだったでしょうか。スタッフ４人に２組の参加者を加えた

５,６人で手分けして 6,000 部の参加者募集チラシを片っ端

からポスティングして回ったのでした。 

すぐに効果は表れませんでしたが、２回目、３回目と回を

重ねる毎に「チラシを見てきたんですが」という人が説明会

に現れ始めました。その中から２００５年６月に２組、７月

に更に１組が参加表明してくれます。何と２ヶ月で３組の方

が参加を表明してくれたのでした。これには私たちスタッフ

も驚きましたが、ポスティングの効果は想像をはるかに超え

ていました。やはり参加者募集はこちらから積極的にＰＲし

ていかないと待っていても駄目ということを実感します。 

参加した方から後で聞いた話ですが、最初は何だこれって

感じで、あまり気に留めずにすぐゴミ箱行きだったんだけど、

２回目、３回目と同じチラシがしつこく入っているので気に

なってよく見たら、「コーポラティブ住宅参加者募集中」「２

戸１タウンハウス」「自由設計」という文字が目に入ったんで

す。へー、こんな家づくりがあるんだ。あの場所でこの値段。

自分が住んでいるすぐそばでこんな家づくりに取り組んでい

るプロジェクトがあったということに初めて気がついた。も

っと早く知っていればもっと早く参加したのにと言うのです。

それまで、こっちは最善を尽くして広報しているつもりだっ

たのですが、一般市民には上手く伝わってなかったわけです。

広報の難しさを改めて学んだような気がしました。 

 

決断決断決断決断のときのときのときのとき    

結局、チラシのポスティングによる参加者募集説明会は５

月、６月、７月と続け、８月はお休みしましたが９月、１０

月と５回ほど行いました。Ｗさん、Ｔさんお二人に確認した

「あと半年がんばってみよう」という半年が経った２００５

年１０月末時点の参加者は６組に達していました。しかし、

それでも目標としていた１６組には程遠く、前途多難な状況

には変わりありません。仲間は確実に増えてはいるものの、

このペースでは、少なく見積もってもあと１，２年は確実に

かかります。どうするか決断が必要でした。無闇にことを長

引かせるのは、手弁当で募集活動を続けている私たちスタッ

フの負担を考えるともう限界を超えていましたし、それ以上

に参加された方々の精神的負担も恐らく受忍の限度を超えて

いたはずです。 

ちょうどその頃、ＵＲ都市再生機構から２００５年度中に

公募に踏み切る可能性が高いといううれしくない情報が入っ

てきます。ＵＲが公募するために必要とする準備期間を考え
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ると、恐らく年内には１６組揃っていないと公募に応じるこ

とは不可能です。現状からは絶望的なスケジュールでした。

しかも、当時ＵＲが明らかにしていたのは、１号プロジェク

トでは採用してくれた「グループ分譲制度」はここでは考え

ていない。あくまでも民間事業者向けの一括分譲というもの

でした。つまり、そこに家を建てたいというグループがあっ

たとしても、直接ＵＲから土地を買えず、あくまでも民間企

業にしか土地を売らないよと言われていたのです。そんなわ

けで私たちは予め１号プロジェクトでお世話になった岡建工

事に相談し、建設組合の代わりに公募に応じていただく、つ

まり夢見隊の代わりに土地を一時的に買ってもらうという虫

のいいお願いをして了解を得ていました。しかも、万が一１

６世帯揃っていなくても、ある程度参加者が揃っていれば公

募に応じるということまで了解を取り付けていたのでした。

とは言え、岡建工事は建売住宅事業を生業とする会社ではな

く、あくまでも建築の請負を中心とする工務店でしたから、

あと１、２世帯ぐらいならともかく、１６分の６しかお客さ

んが付いていない土地を買うというリスキーな事業には、い

くらNPO FUSIONのお願いでも聞いてはもらえません。 

この時点で６組の方々がコーポラティブ住宅を実現するた

めの方法は限られていました。つまり、①この土地でのコー

ポラティブ住宅の実現をあきらめ、６組の身の丈に合った別

の土地を探すか、②残りの１０組の土地を買って建売住宅に

チャレンジしてもいいよと言ってくれる民間企業を見つけて

共同事業による実現をめざすか、あるいは③この土地での事

業化を断念し解散するか。この３つのどれかしか選択肢はあ

り得ませんでした。 

タイムリミットは刻一刻と近づいてきます。判断を急ぐ必

要がありました。６世帯の方々にお尋ねしてみると、予想通

り全員が②の可能性に賭けてみたいという意見で一致します。

私は、早速よく知っていたミサワホーム東京と積水ハウスの

知人に事情を説明し、一度現地を見てもらえないか相談して

みました。両社の担当者を現地にご案内したのは２００５年

１１月１２日のことです。その場で、その恵まれたロケーシ

ョンを一目で気に入ってもらえ、夢見隊との共同事業を前提

に公募に応じる方向で一気に話がまとまったのでした。 

住棟住棟住棟住棟のののの構成構成構成構成とととと場所決場所決場所決場所決めめめめ    

いよいよプロジェクトが動き出すぞということで、私たち

は建設組合設立に向けた準備と併せて、住棟の構成について

検討を進める必要がありました。というのも、６世帯の方々

の参加の前提条件は、それぞれが空間的にも経済的にも納得

のいく住宅ができるという確証がなければならないわけです。 

予算の範囲内でみなさんが希望している住宅をどうやっ

て具体化するかという検討は、複雑なパズルを解くようなも

のでした。一つ一つ条件を当てはめて、皆さんの要望に叶う

ように形を導き出さなくてはなりません。建物の形態・構成

を決める最大の条件は、最初に参加を表明されたＷさんがＲ

Ｃ造でかつフラットを希望されていたということがありまし

た。この要望を満たす合理的で経済的なプランは、このＲＣ

フラットの上部と両隣に住戸をくっつけて４戸で一つの建物

を構成するということになります。あとは残りの２戸をくっ

つけて一つの建物を構成する。２棟６戸というのが最適解と

いう結論に至りました。 
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形が決まればあとは、それぞれの住戸に人を当てはめてい

くだけですが、これはこちらで勝手に決めるわけには行きま

せん。私たちは、プロジェクトに参加を表明された順番に場

所を選ぶ優先権を与えるということにしていましたから、今

回の場合は、Ｗさん→Ｔさん→Ｓさん→Ｄさん→Ｋさん→Ｙ

さんの順になります。Ｗさん、Ｔさん、Ｓさん、Ｄさん、Ｋ

さんとすんなり決まっていきます。ちょっと拍子抜けするぐ

らいでした。特に、一番難航すると思われたＲＣ棟の上部、

２棟６戸の構成 
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つまり接地しない住戸にＫさんが、「接地しているに越したこ

とはないけど、私はそれにはこだわりませんよ」ということ

で意外とすんなり決まったのには正直驚きましたが、Ｋさん

はじめみなさんのここまで来たら何とかこのプロジェクトを

実現したいという、強い思いがこのような結果をもたらした

のではないかと思っています。 

  

ミサワホームミサワホームミサワホームミサワホーム東京東京東京東京とのとのとのとの共同共同共同共同プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト始動始動始動始動    

 さて、共同事業による夢見隊２号プロジェクトですが、結

局途中で積水ハウスが撤退を表明されたため、ミサワホーム

東京１社との共同事業となりますが、１社であろうが２社で

あろうが、夢見隊にとっては、希望していた土地を手にいれ

るための公募に応募できるかどうかが全てでしたから、それ

は取るに足らない問題でした。ミサワホーム東京単独であっ

ても共同事業に取り組んでくれる企業があるだけで十分です。

今回、岡建工事が夢見隊に代わって土地を買ってくれるとい

う英断もそうですが、ミサワホーム東京のこの決断がなかっ

たら、夢見隊のコーポラティブ住宅の実現はあり得ないわけ

ですから、夢見隊にとっては本当にありがたい話でした。 

ミサワホーム東京の決断がいかに思い切った決断であるか

ということに関して補足しておきますと、このとき私たちが

公募に応じようとしていた土地の条件は先に紹介したとおり、

集合住宅しか建ててはいけないことになっていました。つま

り戸建住宅は不可ということです。ご存知の通りミサワホー

ムは戸建ブランドの強い企業です。集合住宅、特に今回よう

なタウンハウスという２～４戸連棟長屋については、３０年

ぐらい前に一斉を風靡したことはあっても、ここ最近は戸建

かマンションというふうに２極分化していて、ほとんど取り

組み事例はありませんでした。そんな中であえてタウンハウ

スにチャレンジしようというわけですから、いかにミサワホ

ーム東京の決断が勇気あるチャレンジであるかということが

お分かりいただけるのではないかと思います。 

私たちはミサワホーム東京と公募に求められていた書類や

図面を急いで作成し、公募期間の２００６年６月１９日～６

月２０日の最終日２０日にＵＲに届けたのでした。 

 

ＵＲＵＲＵＲＵＲのののの公募公募公募公募    

 公募に応じたからと言って、それでお目当ての土地が確実

に手に入るかというとそうではありませんでした。当時、Ｕ

Ｒの土地は、それまでバブルの影響で土地を買い控えていた

住宅建設事業者が新規事業用地を求めて殺到していましたか

ら、１０年前にはそんなことあり得なかったことですが、１

つの土地の公募に複数企業が競合することが決して珍しくな

かったのです。今回も当然競争になることが予想されました。

複数企業が公募に応じた場合、最終的に土地の譲渡先を決め

る方法は入札になりますから、ＵＲが提示していた最低譲渡

価格以上の価格を提示しないと勝ち残れません。つまり、負

ける可能性もあるということです。負けるということは、言

うまでもなく土地を購入する権利が得られないということを

意味しています。民間企業だったら、残念、次回はがんばろ

うで済みますが、私たちにとってはもう一度振り出しに戻る

ということを意味していますから一大事です。私はそういう

ことも可能性として否定できないということを予め参加者の

みなさんにお話し、競争になった場合の入札価格はいくらぐ

らいまでなら許容範囲かを確認していましたが、出来たらそ

んなことはあってほしくありません。 

結果的に、そんな願いが通じたのかどうか分かりませんが、

対抗馬は現れませんでした。公募が締め切られた翌日、応募

したのはミサワホーム東京と岡建工事共同企業体１社のみだ

ったとの連絡がミサワホーム東京から届いたときの喜びは、

最悪の事態も想定していただけにひとしおでした。数日後、

スタッフ、参加者みんなで夜遅くまで祝杯を挙げたのは言う

までもありません。 

 

土地譲渡契約土地譲渡契約土地譲渡契約土地譲渡契約    

ＵＲから提示されていた公募後のスケジュールは、８月上

旬頃土地譲渡契約を締結し、土地の引渡しを行うというもの

でしたから、私たちは、公募に応じた企業が１社だけだった

ということを確認してから速やかに建設組合の設立に向けた

規約作りを進め、内容が確認された８月２７日建設組合設立

総会を開催しました。 

８月２７日という日取りにしたのは、ちょうどその日の夕
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方から２号プロジェクトにとっては先輩に当るヴィレッジ浄

瑠璃１４団地内で、恒例になっている夏祭りが行われるとい

う情報を予め把握していたからでした。建設組合設立総会後

に夏祭りに合流させていただき、参加者募集時に何回となく

開催したお宅拝見イベントに快く協力してくださったヴィレ

ッジ浄瑠璃１４のみなさんに、建設組合設立の報告と併せて、

お礼を兼ねてお邪魔させていただけないかと考えていたので

す。 

 

 

 

 

 

 

建設組合設立後行われた交流パーティ 

 

 

 

 

上の写真はそのときのパーティの様子ですが、そのとき頂

いたヴィレッジ浄瑠璃１４団地住民の方々の温かい祝福の言

葉と、むしろこれからがたいへんですよという説得力のある

話しは、建設組合の設立に胸を膨らませる２号プロジェクト

参加者を大いに勇気付けたのではないかと思います。 

さて、本来であれば８月上旬には締結されているはずの土

地譲渡契約ですが、８月が終わろうかというこの時期になっ

てもまだ締結されていませんでした。このプロジェクトの推

進に積極的に汗をかいてくれていたミサワホーム東京の矢田

さんに、どうなりました？と聞いてみると、ちょっと社内で

いろいろあって…と、歯切れの悪い答えが返ってきます。容

易に想像できたのは、この期に及んでタウンハウス建設に慎

重になっているのかなということでしたが、９月になっても

一向に進展の気配がなく、心配になって再確認してみると、

案の定、社内でのるかそるかの激論が戦わされているという

のです。夢見隊としては、他社の企業経営判断に口を挟むこ

ともできませんから、状況を見守るしかありませんでしたが、

矢田さんが粘り強く社内を説得してくれたお蔭で、心配させ

られましたが、９月末にやっとＵＲとの間で土地譲渡契約が

結ばれたのでした。 

 

ミサワホームミサワホームミサワホームミサワホームとのとのとのとのデザインデザインデザインデザイン調整調整調整調整    

 ここから先の話しは、１号プロジェクトでも経験したこと

のない民間企業との共同事業に付きまとう固有の内容になり

ます。 

 まず、直面したのは、道路の帰属と線形をどうするかとい

う問題でした。それまで、夢見隊で勝手に描いていた全体の

計画にはミサワホーム東京の検討結果が反映されていません

でしたから、改めて全体の道路、敷地割りを建物の設計を進

めながら詰めていく必要があったわけです。 

そもそも、団地内道路の帰属をどうするか、私道として団

地住民全世帯で共有するか、八王子市に移管するかというと

ころから話し合いが必要でした。開発許可申請手続きを進め

ていく上でもこのことに対する意思決定が道路線形に影響し

ますから急務です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは共同事業化を打診したときのコンセプトに、一つ

の団地としてのよりどころとなる道路空間を共有地にするこ

とによって、夢見隊６世帯、ミサワホーム東京１０世帯のコ

ミュニティの連帯感を生み出そうとしていましたから、共有

地にこだわっていました。しかしながら、当初その考え方に

同意していたミサワホーム東京が最終的に下した判断は、販

売の足を引っ張る可能性の高い共有地ではなく公道としたい

 

建設組合設立後開催された交流パーティ 

 

ミサワホーム東京担当者とのデザイン調整会議 
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というものでした。私たちは、当初の約束と違うと、共有に

することによるメリットを主張して随分抵抗しましたが、パ

ートナーであるミサワホーム東京の判断には抗えません。こ

の判断によって道路線形は、曲線が１か所なくなって屈曲と

なりましたが、街並み形成を大きく損ねるような大きな問題

ではありません。共有は理想でしたが絶対条件でもありませ

んでしたから、最終的には妥協することにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両者で建物設計を進めながら道路線形を見極め、同時にミ

サワホーム東京と夢見隊の土地の境界を確定する作業は、

各々が主張をぶつけ合い、折り合えるところを見出すデリケ

ートな作業でしたが、それは、数十センチの攻防でもありま

した。合意に達するまでに幾度となく開催されたデザイン調

整会議は、時に険悪な場面もありましたが、結果的には、両

者がそれぞれの自由度を許容しつつ、緩やかなまとまりを持

った一つの団地としてまとめられていったのでした。 

ちなみに、私たちがミサワホーム東京と確認したデザイン

上の約束事は、一体的な街並みを形成するために道路沿いの

幅２ｍ程度のピンコロ舗装を共通仕上げとする、外構は法面

処理し無闇に構造物を立ち上げない、外壁にはあまり奇抜な

色は使わないというものでした。 

    

土地価格土地価格土地価格土地価格    

ミサワホームとの協議の中で最も頭を悩ませたことに土地

価格の攻防がありました。というのも私たちは、ミサワホー

ムとの共同事業化を打診した時点で、２号プロジェクト用地

は南東角地ということを条件にしていたのです。つまりいわ

ゆる“おいしい土地”をいただきますということを条件に共

同事業化を打診していたわけです。ミサワホーム東京が主張

してきたのは、その分土地の価値は高くしないと不公平じゃ

ないか。今回購入した全体の土地の平均価格より、夢見隊が

購入する土地の平均価格は高くないとおかしいと言うもので

した。後で考えてみたらミサワホームの主張も分からないで

もない、むしろ常識的判断のような気がしますが、予め場所

を特定し、そのことを了解して参加を決意してくれたという

ことは、当然土地単価も同じと勝手に解釈していた私たちに

は寝耳に水でした。この話しは参加者の資金計画にも大きく

影響することですから頭の痛い話でした。下手をするとせっ

かく土地を手に入れることができたのに、プロジェクトに参

加できない人が出てこないとも限りません。パートナーなく

してあり得ない共同事業とは言え、ここは、はい分かりまし

たと簡単に引き下がるわけにはいきません。相手の気分を害

さないよう慎重に言葉を選びながら丁寧に交渉を続ける必要

がありましたが、相手は海千山千の民間企業です。ミサワホ

 

ミサワホーム東京との合意に基づく完成模型 

 

ミサワホーム東京と合意した最終案 
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ーム東京が提示してきていた土地の評価指標に、私たちなり

の評価指標を付け加えて逆提示するという押し問答を繰り返

しますが、相手はなかなか首を縦に振ってはくれません。そ

れどころか、「そんなに自分たちの都合のいいようにしたいん

だったらミサワの土地も譲るから自分たちで勝手に好きなよ

うにしなさいよ」というようなことを言われる始末でした。

この期に及んでそんなこと出来るわけありませんから、ここ

は戦法を変えるしかありません。これまでは理屈にたいして

理屈で対抗しようとしてきましたが、もう正直にこれ以上は

出せません。これで何とかお願いできないでしょうか？とお

願いすることにしました。 

そんなお願いをしに行ったのは２００６年も押し迫った１

２月１４日。その場で回答はもらえませんでしたが検討して

みるとのこと。１歩前進です。しばらくして、ＦＡＸにてほ

ぼお願いした数字に近い価格が提示されたのは、年も押し迫

った１２月２１日でした。ミサワホーム東京には共同事業化

を決断してくれたときにも感謝しましたが、このときもそれ

に勝るとも劣らない感謝の念を感じずにはおられませんでし

た。 

 

造成工事造成工事造成工事造成工事    

 土地価格が決着した後、私たちを悩ませたのは造成工事で

した。このプロジェクトの当初の事業スキームは、開発道路

を私道として入居者が共有地として所有することによって、

造成工事費を安く抑えようというものでしたが、先にも述べ

たようにミサワホーム東京との協議の結果、公道として八王

子市に移管することになったことから、諸々の技術基準をク

リアするためにかなり高額な見積もりが示されていたのでし

た。しかも、その見積もりは私たちが独自に取った見積もり

ではなくミサワホーム東京と長年付き合いのある企業からの

ものでしたから、その査定に関してイニシアティブを取ろう

にも取りようがなかったのです。結局、１号プロジェクトと

比較して２倍近い造成工事費を受け入れるしかありませんで

した。当然、参加者の方々からは「話が違うじゃないか。ど

うしてそんなに高くなるんだ」と厳しいお叱りを受けますが、

私たちにはどうしようもありません。参加者の方々には、事

情を説明して納得してもらうしかありませんでした。 

ちょうどその頃だったでしょうか。２００７年１月１７日

に開発許可が下りたという知らせが届いたのは。ゼネコンと

工事請負契約を締結しいよいよ造成工事に着手です。工期は

大体３ヶ月ぐらい。５月の連休明けぐらいには完成というス

ケジュールでした。 

 

 

 

 

造成工事の様子 

 

 

 

 

 

 

設計者選定設計者選定設計者選定設計者選定    

 その頃、塚部さん、小林さん、山中さん３人の設計チーム

によって並行して各戸の住宅設計が進められていました。３

人とも地元多摩ニュータウン在住の建築家です。 

ところで、設計者の選定ですが、コーポラティブ住宅経験

者であればご存知のとおり、コーポラティブ住宅を上手く進

めていく上でこの設計者の存在を侮ると大変なことになって

しまいます。プロジェクトの成否を左右すると言ってもいい

かもしれません。クライアントである参加者が一生付き合っ

ていくことになる住宅をしかも大金をかけて建設するわけで

すから、設計者には、相手の要望を上手に引き出すコミュニ

ケーション力、要望を予算内で空間化するデザイン力とコス

ト感覚、そして何よりも、一人ではなく、複数のスタッフが

協力しながらゴールを目指すという協調性が不可欠です。１

号プロジェクトのときは、とにかくやる気のある人この指止

まれ方式でしたから、一人一人に能力はあったとしても、一

致団結してことに対処するという部分でなかなか歯車がかみ

合わずに苦労しましたから、同じ轍は踏めません。 

２号プロジェクトは６戸ありましたから、１設計者が２戸

 

造成工事の風景 
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を担当するとして３人の設計者が必要と見ていました。とは

言え面接を行って設計者を選定するというのも、夢見隊のコ

ンセプトにはちょっと馴染みません。私は、これまでの人間

関係の中から数人の設計者と機会を捉えて会話することを通

じて、それとなくお人柄や力量を観察し、徐々に絞り込んで

いくことにしました。その結果が先の３人というわけです。

要は私が信頼できる人を選定したということですが、何かあ

ったときには私が責任を取れる人でもありました。 

何かあってもみんなでフォローしあえる信頼関係がスタッ

フ側にしっかりあるかないかは、結局参加者の方々への安心

感にも繋がります。ここのところは目には見えない部分です

が、このプロジェクトが建設組合設立後、大きなトラブルも

なくスムーズに進展した大きな要因なのではないかと思って

います。 

 

滑滑滑滑りりりり込込込込みみみみセーフセーフセーフセーフ    

 さて、プロジェクトは２００６年９月下旬にＵＲと土地譲

渡契約を締結してすぐ１０月に開発許可申請手続きに入るわ

けですが、当時、プロジェクト竣工までのスケジュールをお

およそ次のように見定めていました。 

２００６年１２月末頃  開発許可 

 ２００７年 １月    造成工事着手 

２００７年 ５月    造成工事完了、確認申請提出 

２００７年 ６月１７日 地鎮祭、建築工事着手 

２００７年１２月    竣工入居 

２００７年 １月    外構工事着手 

２００７年 ２月    外構工事完了 

２００７年 ３月    竣工記念パーティ 

 このスケジュールの中で６月１７日だけが具体的な日にち

になっていることにお気づきかと思いますが、その理由は、

２００６年に発覚し世間を騒がせていた姉歯問題に端を発し

た建築基準法の改正が施行されるのが２００７年の６月２０

日とされていたからでした。噂によると、改正後は、建築確

認申請手続きにかなり時間を要すことが確実視されていまし

たから、何としてでもそれまでに確認申請を申請して許可を

得ておきたかったわけです。そうしないとスケジュールの見

通しが立てられなくなる恐れがあった。 

それともう一つ住宅ローン減税の問題がありました。当時

明らかにされていた住宅ローン減税のスキームに従うと、２

００７年入居と２００８年入居では、減税額に４０万円もの

差が出ることが明らかだったのです。参加者の方々は当然に

払わなくてもよい税金を払いたくありませんから２００７年

内の入居が絶対条件でした。それより遅れることは是が非で

も避けなければならなかったのです。 

 確認申請手続きはこれらのスケジュールから逆算すると、

５月連休前には出しておきたいところです。確認申請を提出

するということは、それまでに建築工事費が予算内に納まる

よう予め見積もり調整を終えている必要があるということを

意味していますから、かなりタイトなスケジュールでしたが、

１月～５月までの５ヶ月間の間、３人の設計者のがんばりに

よって、何とか連休前後に確認申請を提出、改正建築基準法

が施行される６月２０日の前々日の６月１８日に確認済証が

交付されたのでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地鎮祭地鎮祭地鎮祭地鎮祭からからからから上棟式上棟式上棟式上棟式そしてそしてそしてそして竣工入居竣工入居竣工入居竣工入居    

 ２００３年６月末から募集を始めて丸４年が経とうとして

いた２００７年６月１７日、快晴の現地に６世帯のご家族全

員をお迎えし、地鎮祭が厳かに行われました。岡建工事の地

鎮祭は１号プロジェクトの時に何度となく経験していました

から内容はおおよそ分かっていましたが、何回経験してもい

いものです。式典の最中、ここに至るまでの４年間の記憶が

走馬灯のようによみがえってきて感慨ひとしおです。コーポ

 
現地で行われた青空ワークショップ 
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ラティブ住宅のコーディネートをやっていて何が楽しいかっ

て、もしかしたらこんな楽しいイベントに何回も参加できる

ことかもしれません。 

たくさんうれしいことがある中で私が最もうれしかったの

は、関係者のみなさんのうれしそうな顔ももちろんそうです

が、それ以上に、岡建工事が今回のプロジェクトの現場監督

に１号プロジェクトを最後まで面倒見てくれた久松さんを任

命してくれたことでした。江戸っ子らしい岡本社長の粋な計

らいです。というのも、久松さんは、１号プロジェクトの終

盤、夢見隊側のコーディネートの拙さに伴う様々なしわ寄せ

にたいして、決して愚痴をこぼすでもなく、黙って受け止め、

最後まで誠実に仕事をなし遂げてくれた職人さんだったから

ですが、そのことをよく知っていた私にとっては、これ以上

の人選はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

地鎮祭の様子 

 

 

 

 

 地鎮祭を終えてから一気に本格化した建築工事は、天候の

影響でやや遅れ気味でしたが、大きなトラブルもなく順調に

進められました。唯一障害となったのはこの年の異常な暑さ

でした。連日の猛暑が職人さんの士気と体力を奪っていった

のです。現場には大型扇風機３台が設置され職人さんに風を

送りますが、焼け石に水のような状態でした。特に炎天下の

配筋工事は見ていて気の毒でした。何せ鉄筋が触れないほど

に熱せられるわけですから、職人さんもたまったものではな

かったはずです。 

 そんな予期せぬ天候に影響されて、建築工事は予定より約

１ヶ月遅れますが、２００７年１０月２０日、２棟６戸の上

棟式を盛大に行うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は岡建工事の社員が総出で駆けつけてくれたのではな

いかと見まがうほど多くの人が現地に来て準備に精を出して

くれます。当日は岡本副社長自ら作成されたというここに至

るまでの写真をスライドショーにして上映してくださいまし

たが、６世帯の方々にとってこのスライドショーは何よりの

プレゼントでした。 

 式を小一時間で終えた後は、２号プロジェクトのみなさん

による盛大なバーベキューパーティーの始まりです。みんな

でコンロを持ち寄り、お肉は１号プロジェクトのＳさんの友

人が経営しているという焼肉店から８ｋｇを調達。本来は来

賓としてお招きしたはずの１号プロジェクトにお住まいの

方々が率先してお肉を焼いて、みなさんにふるまってくださ

います。お招きしていた職人のみなさんも待ってましたとば

かり肉を平らげながらあちこちで会話が弾み、そして式の中

締めは木遣り歌の披露です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地鎮祭の後のなおらいの様子 

 
職人の皆さんによる木遣り歌 

 

上棟 
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例によって、浅草からわざわざこのためだけに駆けつけて

歌ってくださった木遣り歌も胸に染み入りますが、それに勝

るとも劣らず私の胸に染み入ったのは、１号プロジェクトで

当時理事長を務めてくださっていた斉藤さんの奥さんから頂

いた次のような一言でした。 

「今日はこのような盛大なお祝いにお招き頂きありがとうご

ざいました。夢見隊のコーポラティブ住宅は私たちの方が少

し先輩ですが、今日ここでお祝いしている２号プロジェクト

は、私たちにとって弟ができたような気持ちです。竣工まで

には後もう一がんばり必要ですが、困ったことがあったらお

近くですので遠慮なく相談にいらしてください。ご近所とし

てこれからどうぞよろしくお願いします。」 

２号プロジェクト６世帯の方々にとって、これ以上ないあ

りがたい言葉であることは言うまでもありませんが、この言

葉は、私にとってもとてもうれしい言葉でした。このプロジ

ェクトを続けてきて本当に良かったと思いました。この日は、

中締めの後も夜遅くまで祝杯が酌み交わされたのでした。 

 

 

 

 

上棟式の様子 

 

 

 

 

 

 建築工事はその後、１ヶ月の遅れを取り戻すべく急ピッチ

で工事が進められ、予定ぎりぎりの１２月も押し迫った２０

日から２６日にかけて全６戸が竣工。順次引渡しが行われ、

何とか年内の入居というスケジュールを守ることができまし

たが、最後の２週間、現場はもう戦場のような感じでした。

助監督の佐藤さんにちゃんと家に帰っているの？と聞くと、

ええ、朝の４時ぐらいにはちゃんと帰っています。という調

子です。 

 

終終終終わりにわりにわりにわりに    

振り返って見ますと、１号プロジェクトの時にもそうでし

たが、今回も本当に多くの方々に助けていただきました。と

りわけ岡建工事には、プロジェクトの最初の段階からよきパ

ートナーとして色々な場面で助けていただきました。そもそ

も、何の儲けにもならない土地代を夢見隊に代わって立替え

てくれなかったらこのプロジェクトはあり得ませんでしたし、

岡本副社長には参加者募集のワークショップに何度も顔を出

していただきました。 

そして忘れてはならないのがミサワホーム東京の存在です。

今回のプロジェクトは、ミサワホーム東京という民間企業の

存在なくして決してあり得ませんでした。改めてご協力いた

だいたみなさまに感謝したいと思います。 

 わが国におけるコーポラティブ住宅は、恐らく爆発的なブ

ームになることはないかもしれませんが、私たちが望む環境

や住宅を選ぶのではなく、自ら主体的に求めつくりたいと考

えるのは人間として極めて自然な衝動なのではないかと思い

ます。どうやってその願いに答えるかが私たちに問われてい

るわけですが、家づくりに伴う多くの困難の先にある喜びを

できるだけ多くの方々に手に入れていただきたい。その困難

はきっと自分たちの街をみんなで大事に守り育てる心を育ん

でくれるものと信じつつ、夢見隊は、これからもそのために

できることをしつこく地道に追い求めて行きたいと思ってい

ます。 

 

 

 

 

 

竣工した２号プロジェクト「ヴィレッジ浄瑠璃６」 

 

上棟式後のバーベキューパティ 

 

竣工したヴィレッジ浄瑠璃６ 


